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第10回介護事業交流会で元気になった 

全体で 119 人が参加、学習と交流を深める 

 ５月 15 日～16 日の２日間にわたって、

生協労連第 10 回介護事業交流会が横浜市

内で開催され、全国からのべ 119 人が参加

し、学習と交流を深め合いました。 

 交流会は、最初に主催者の挨拶の後、現

地を代表してコープかながわの片山本部長

が挨拶。つづいて、介護部会準備会から生

協労連介護部会結成の呼びかけとこれから

１年の部会としての

活動方針の提案がさ

れました。 

 その後、６つの分

科会が開催され、そ

れぞれのテーマを事

例や実態などを交え

て深め合いました。 

分科会参加者の感想から 

①認知症を考える 

認知症の対応で事例にもとづき具体的な

対応の仕方や利用者の家族（キーパーソン）

との対応のことなど勉強になりました。認

知症の方のコミュニケーションの取り方も

参考になりました。 

 

②ターミナルケアを考える 

「死」に立ち向かう「死」が目前に迫っ

ていることを実感しながら、時に恐怖を感

じながら立ち向かっている介護職の皆様の

事例は何よりも勝ると感じました、助言者 
の関さんは誰にでもわかるようにレクチャ

ーして下さり、現場の苦悩を受け止めて下

さり、理解してくださいました。皆さんが

本当のプロとして仕事をされていることが

感じられ、得るのもが多かった。 

 

③ケアする人のケアを考える 
職種や立場などいろいろあるが、みんな

大なり小なり悩みを持っている。体もそう

だが、心が健康でないと、働き続けられな

い。これからもコミュニケーションを充分

とり、悩みを解決できるようにしなければ

と思いました。 

 

④どうする、どうなる介護保険制度 

それぞれの生協で違う悩みを持っておら

れた。交流会で元気になることが大切と思

いました。もっと判りやすい介護保険にな

ることを望みます。是非、日生協の厚労省

交渉をお願いします。 

 

⑤通所・施設を考える 

通所、施設でそれぞれが抱えている問題、

疑問などを共有し、意見交換することがで

きよかったと思う。 
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⑥ヘルパーのしゃべり場 

ケアマネ、ヘルパー、管理者、所長など

いろんな立場の人の悩みを聞くことが出来

ました。個人では解決できない問題も多く

ありますが、同じ福祉で働くなかまととし

て通じ合うことも多く、とても励みになり

ました。 

 

 

感感感動動動ををを与与与えええたたた笑笑笑ううう介介介護護護士士士   袖袖袖山山山さささんんんののの講講講演演演   
 二日目は、笑う介護士・袖山卓也さんの

講演からはじまりました。袖山さんは、６

年前に介護職をやめ、独立して今の仕事を

立ちあげました。「いのちを削っても日本を

変えていきたい」「１日たりとも休むことは

許されない」と前置きして、介護に向う姿

勢、介護技術などについて熱っぽく語りま

した。「心」「体」「脳」のそれかが欠けても

人間は生きてい

けないこと、「介

護」とはその人の

心、思いをかなえ

てあげること、そ

の人の人生に寄

り添うこと、世の

中に「介護」という機能が溢れると誰でも

素晴らしい生活を遅れる可能性が生まれる

ことなど、参加者に感動と元気を与えるも

のでした。 

参加者の感想から 

○パワフルなお話でした。心、体、脳すべ

てを起こしていく介護。相手と向き合う

ことの大切な心構えを学びました。 

○介護士の仕事の意味、介護士の心あるや

り方一つで、介護される人の人生が変わ

るのではないかとお話は、忙しくて忘れ

がちになっていた気持ちを思い出すこと

ができました。 

○どんな仕事でもプライドを持って行うこ

とが大切なんだと実感しました。相手に

寄り添うということが、考え方だけでは

なく、記述的なことも含めてやっていく

ことが大切なんだということがわかりま

した。 

○基本的なことが介護につながっていると

いうことを、わかりやすく再認識させら

れた感じです。最近の講演のなかでもも

っともいい楽しい講演でした。 

○目がさめる気がしました。もう一度利用

者を見直して向き合っていきたいと思い

ます。その人の心地よい気分を保てるよ

うな援助を提供できるようにがんばりた

い。 

生協労連介護部会結成を確認 
 その後、分科会報告、あいちとこーぷ福

祉会からの発言後、参加者全員で介護部会

の結成と役員の確認、こんごの部会として

の方針を確認しました。時間が短かったも

のの介護

部会への

期待が感

じられた

結成総会

となりま

した。 
 最後にオプションとして３コースに別れ、

コープかながわ、川崎医療生協、神奈川生

活クラブ生協の施設を視察しました。 
 

 

夕食交流会は横浜中華街で開催 

笑う介護士：袖山卓也さん 


